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日興新世代新興国株式ファンド 
＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

 

 

 
 

第７期（決算日 2014年12月４日） 

 

  

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「日興新世代新興国株式ファンド」は、2014年12月４日に第７期の決算を行ないましたので、期中の
運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。 

 

  

2015年３月５日付で信託期間を５年更新し「2022年12月５日まで」に変更予定です。 
 

  
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2007年12月27日から2017年12月４日までです。 

運 用 方 針 主として「新世代新興国株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざします。

主要運用対象 
日興新世代新興国株式ファンド ｢新世代新興国株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

新世代新興国株式マザーファンド 新興国の企業が発行する金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

日興新世代新興国株式ファンド
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

新世代新興国株式マザーファンド
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。ただ

し、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

＜952656＞ 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

信 託 期 間 に 関 す る お 知 ら せ 

受 益 者 の み な さ ま へ 

運用報告書（全体版） 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式※で運用を行ないます。 

※ファミリーファンド方式とは、投資家から投資された資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を親投資信

託に投資して、親投資信託で実質的な運用を行なう仕組みです。 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

株   式
組 入 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ 百万円
３期(2010年12月６日) 8,557 0 17.9 94.8 － 27,659

４期(2011年12月５日) 7,189 0 △16.0 94.5 0.7 16,772
５期(2012年12月４日) 8,416 0 17.1 93.6 1.2 14,748
６期(2013年12月４日) 9,639 0 14.5 93.8 0.7 12,059

７期(2014年12月４日) 11,969 100 25.2 92.4 2.5 9,832
 
（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注）ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率

 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％
2013年12月４日 9,639 － 93.8 0.7

12月末 9,647 0.1 93.4 1.2
2014年１月末 9,070 △ 5.9 92.3 1.2

２月末 9,329 △ 3.2 91.2 3.6
３月末 10,005 3.8 91.4 3.4
４月末 10,151 5.3 93.2 1.3
５月末 10,554 9.5 93.1 1.6
６月末 10,374 7.6 93.0 1.5
７月末 11,023 14.4 92.3 1.8
８月末 11,103 15.2 91.3 2.2
９月末 10,974 13.8 91.7 2.5
10月末 11,184 16.0 91.6 2.6
11月末 12,225 26.8 91.8 2.5

(期  末)  
2014年12月４日 12,069 25.2 92.4 2.5

 
（注）期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

○運用経過 （2013年12月５日～2014年12月４日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりますので、お客様の損益の

状況を示すものではありません。 
（注）分配金再投資基準価額は、期首（2013年12月４日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注）上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しております。 
 

 

期首9,639円の基準価額は、期末に11,969円（分配後）となり、分配金を加味した騰落率は＋25.2％となりま

した。 
 

 

当ファンドは、世界経済の牽引役として、ＢＲＩＣｓに続くと期待される有望な新興国の株式を実質的な投

資対象とし、また、国ごとに異なる特徴とグローバルな視点での株式評価に基づき、投資国および国別投資比

率を決定することで、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行っております。当期における基準価額の

主な変動要因は以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・好調な内容の経済指標の発表などを背景に米国などの景気の先行き懸念が後退したこと。 

・好調な内容の経済指標の発表や政権交代による新経済政策実施への期待などを受けてフィリピン、南アフリ

基準価額の主な変動要因 

基準価額の推移 

期中の基準価額等の推移 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

カ、インドネシアなどの株価が上昇したこと。 

 ・原油価格の大幅な下落を受けて、南アフリカ、インドネシア、トルコなどにおいて、インフレ懸念の緩和や、

経常収支の改善に期待が高まったこと。 

・投資対象国通貨が対円で上昇したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・ウクライナや中東などの情勢緊迫化、欧米諸国によるロシアへの制裁強化などを受けて地政学的リスクが高

まったこと。 

・中国、トルコ、ブラジルなどにおいて市場予想を下回る内容の経済指標が発表されたことを背景に新興国の

景気減速懸念が強まったこと。 

・米国における金融緩和策の縮小や終了への懸念を背景に投資家によるリスク回避姿勢が強まったこと。 

 

 

（海外株式市況） 

期中の新世代新興国市場の株価は、期首に比べて総じて上昇しました。 

期首から2014年２月上旬にかけては、中国において市場予想を下回る内容の経済指標が相ついで発表された

ことなどから新興国経済全般の先行き懸念が強まったことや、米国の量的金融緩和の縮小を背景に新興国通貨

の下落が進行し投資家によるリスク回避姿勢が強まったことなどを受けて、一部の新世代新興国市場の株価が

下落する一方で、中央銀行による利下げや政府による投資振興策への期待などから株価が上昇する新世代新興

国市場もあり、新世代新興国市場の株価はまちまちの展開となりました。 

２月中旬から９月上旬にかけては、ウクライナ情勢の緊迫化やイラク情勢の不安定化などを受けた地政学的

リスクの高まりが新世代新興国市場の株価に対して押下げ要因となったものの、好調な内容の経済指標の発表

などを背景に米国などの景気の先行き懸念が後退したことや、中国政府による本格的な景気対策実施への期待

が高まったこと、一部の新世代新興国における好調な内容の経済指標の発表や政権交代による新経済政策実施

への期待の強まりなどが好感されたことなどを受けて、新世代新興国市場の株価は総じて好調に推移しました。 

９月下旬から10月中旬にかけては、中国、ブラジル、トルコなどにおいて市場予想を下回る内容の経済指標

が発表され新世代新興国にも景気減速懸念が広がったことや、中東情勢の緊迫化や欧米諸国によるロシアへの

制裁強化などを背景に地政学的リスクが意識されたことなどが重しとなり、新世代新興国市場の株価は総じて

下落しました。 

10月下旬から期末にかけては、日銀による追加金融緩和の決定や、欧州中央銀行（ＥＣＢ）による金融緩和

策強化への期待の高まり、中国人民銀行による市場予想に反する利下げの実施などが好感されたほか、原油価

格の大幅な下落を受けて、南アフリカ、インドネシア、トルコなどにおいて、インフレ懸念の緩和や、経常収

支の改善に期待が高まったことなどを背景に、新世代新興国市場の株価は概して上昇しました。 

  

投資環境 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

(為替市況) 

期中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

 

(当ファンド) 

当ファンドは、「新世代新興国株式マザーファンド」（以下、マザーファンドといいます。）受益証券を高位に

組み入れて運用を行ないました。 

 

(新世代新興国株式マザーファンド) 

当ファンドは、新興国の中でも、ＢＲＩＣｓに続くと期待される有望な新興国の株式を主な投資対象として

運用を行ないました。 

期首における投資対象国は、南アフリカ、メキシコ、インドネシア、トルコ、フィリピン、アルゼンチン、

パキスタン、エジプトでした。 

2014年１月には、債務交渉を巡る不透明感が高まり、リスクが大幅に高まったことから、アルゼンチンの投

資ウェイトをゼロに落としました。 

２月には、インフレ率が低下基調であることや、他の東南アジア諸国に比べて政治的・経済的に安定してい

ることなどに着目し、ベトナムを新たに組み入れました。 

その後、４月には、割安な株価水準や、堅調な穀物輸出を背景に経常収支が安定しつつあるとの見方などか

ら、アルゼンチンを再度組み入れる調整を行ないました。 

期末時点の投資対象国は、南アフリカ、メキシコ、インドネシア、トルコ、フィリピン、アルゼンチン、パ

キスタン、エジプト、ベトナムとなりました。 

期中、外貨建資産は、為替ヘッジを行なわず、高位の外貨エクスポージャーを維持しました。 

 

    

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる 

指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指 

数を設定しておりません。 

右記のグラフは、当ファンドの期別基準価額騰落 

率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(注)基準価額の騰落率は分配金込みです。 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドのポートフォリオ 

基準価格(期別騰落率) 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

 

当期における分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下の通りといたしました。なお、分配金に充

当しなかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第７期 

2013年12月５日～ 
2014年12月４日 

当期分配金 100 

(対基準価額比率) 0.829％

 当期の収益 100 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 2,543 
 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
 

○今後の運用方針 

(当ファンド) 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、マザーファンド受益証券を原則として高位に組み入れて運用を行な

います。 

 

(新世代新興国株式マザーファンド) 

引き続き、新興国の中でも、ＢＲＩＣｓに続くと期待される有望な新興国の株式を主な投資対象として運用

を行ないます。投資国および国別投資比率の見直しは定期的に行ないますが、特定の国においてカントリー・

リスクが急速に高まった場合などには、随時見直しを行なうこととします。また、外貨建資産は、原則として

為替ヘッジを行なわず、高位の外貨エクスポージャーを維持する方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

 

分配金 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2013年12月５日～2014年12月４日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

 
 

円 ％  
（a） 信 託 報 酬 201  1.922 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 96)  (0.919) 委託した資金の運用の対価

 （ 販 売 会 社 ） ( 96)  (0.917) 運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提
供などの対価

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.086) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 38   0.367  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

 （ 株  式 ） ( 36)  (0.347) 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  2)  (0.019) 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 7   0.069  (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

 （ 株  式 ） (  7)  (0.069) 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000) 

（d） そ の 他 費 用 27   0.262  (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 24)  (0.232) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の
送金・資産の移転等に要する費用

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  1)  (0.010) 印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.014) その他は外貨に係る税金

 合 計 273   2.620   

期中の平均基準価額は、10,469円です。  
 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を各期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

○売買及び取引の状況 (2013年12月５日～2014年12月４日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
新世代新興国株式マザーファンド 24,945 28,328 4,106,020 4,874,221
 

○株式売買比率 (2013年12月５日～2014年12月４日) 

 

項 目 
当 期 

新世代新興国株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,597,098千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 9,908,954千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.96  
 
（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注）外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。
 

○利害関係人との取引状況等 (2013年12月５日～2014年12月４日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2013年12月５日～2014年12月４日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解除状況 (2013年12月５日～2014年12月４日) 

 

 該当事項はございません。 

  

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

○組入資産の明細 (2014年12月４日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

新世代新興国株式マザーファンド 11,152,434 7,071,359 9,733,727
 
 
 
親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2014年12月４日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

新世代新興国株式マザーファンド 9,733,727 96.3

コール・ローン等、その他 371,595 3.7

投資信託財産総額 10,105,322 100.0
 
（注）比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 
（注）新世代新興国株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（9,379,608千円）の投資信託財産総額（9,909,255千円）に対

する比率は94.7％です。 
（注）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１アメリカドル＝119.86円、１メキシコ

ペソ＝8.49円、１トルコリラ＝53.46円、１フィリピンペソ＝2.68円、１インドネシアルピア＝0.0098円、１パキスタンルピー＝1.19円、

１南アフリカランド＝10.70円。 

  

親投資信託残高 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2014年12月４日現在) 

項 目 当 期 末

  円

(A) 資産 10,105,322,036  

 コール・ローン等 196,467,977  

 新世代新興国株式マザーファンド(評価額) 9,733,727,013  

 未収入金 175,126,747  

 未収利息 299  

(B) 負債 272,869,485  

 未払収益分配金 82,146,032  

 未払解約金 89,851,556  

 未払信託報酬 99,480,664  

 その他未払費用 1,391,233  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,832,452,551  

 元本 8,214,603,295  

 次期繰越損益金 1,617,849,256  

(D) 受益権総口数 8,214,603,295口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,969円
 
（注）当ファンドの期首元本額は12,511,998,087円、期中追加設定元

本額は58,754,681円、期中一部解約元本額は4,356,149,473円で

す。 
（注）１口当たり純資産額は1.1969円です。 
 

○損益の状況 (2013年12月５日～2014年12月４日) 

項 目 当 期

円

(A) 配当等収益 65,722  

受取利息 65,722  

(B) 有価証券売買損益 2,194,394,272  

売買益 2,594,232,964  

売買損 △  399,838,692  

(C) 信託報酬等 △  207,979,119  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,986,480,875  

(E) 前期繰越損益金 46,286,309  

(F) 追加信託差損益金 △  332,771,896  

(配当等相当額) (    138,605,388) 

(売買損益相当額) (△  471,377,284) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,699,995,288  

(H) 収益分配金 △   82,146,032  

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,617,849,256  

追加信託差損益金 △  332,771,896  

(配当等相当額) (    138,782,108) 

(売買損益相当額) (△  471,554,004) 

分配準備積立金 1,950,621,152  
 
（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 
（注）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 
（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加

設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 
（注）計算期間末における費用控除後の配当等収益（156,425,202円）、

費用控除後の有価証券等損益額（1,299,092,225円）、信託約款

に規定する収益調整金（138,782,108円）および分配準備積立金

(577,249,757円）より分配対象収益は2,171,549,292円（１万口

当たり2,643円）であり、うち82,146,032円（１万口当たり100

円）を分配金額としております。 
 

 
上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 100円
 
 
 

○お知らせ 

 

 2013年12月5日から2014年12月4日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

 当ファンドについて、2013年６月に改正された金融商品取引法および投資信託及び投資法人に関する法律な

らびにこれに関連する政令・内閣府令が2014年12月１日に施行されたため、改正後の法令に対応させるべく、

2014年12月１日付にて信託約款に所要の変更を行ないました（第27条の２、第46条、第51条、第52条、第55条

の２） 

 

 

 当ファンドが投資対象としている「新世代新興国株式マザーファンド」において、「日興アセットマネジメン

トアメリカズ・インク」から投資国および国別投資比率に関する投資助言を受けておりましたが、グループ内

の運用体制の見直しを行ない、2014年11月１日付けにて「日興アセットマネジメント アジア リミテッド」

（ＮＡＭアジア）と投資顧問契約を締結し、ＮＡＭアジアより当該投資助言を受けております。なお、当ファ

ンドの信託報酬の総額に変更はございません。 

 

その他の変更について 

約款変更について 
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日興新世代新興国株式ファンド＜愛称 ネクストＢＲＩＣｓ＞ 

｢資産、負債、元本及び基準価額の状況」および「損益の状況」に記載してい

る一般的な項目についての説明。 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 
項 目 説 明 

(A) 資産 
コール・ローン等 
各有価証券等(評価額) 
未収入金 
未収配当金 
未収利息 

(B) 負債 
未払金 
未払収益分配金 
未払信託報酬 

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 
元本 
次期繰越損益金 

(D) 受益権総口数 
 １(万)口当たり基準価額(Ｃ÷Ｄ) 

ファンドの有する財産の合計額 
金融機関向けの短期貸付資金や短期金融商品等の残高 
株や債券、ファンド等の有価証券等の評価額 
入金予定の有価証券の売却代金等 
入金予定の株式等の配当金 
入金予定の債券等の利息 
支払い予定額の合計 
支払い予定の有価証券の買付代金等 
支払い予定の収益分配金 
支払い予定の信託報酬の金額 
ファンド全体の評価金額 
ファンドの元本部分の残高 
純資産総額と元本残高との差額で、翌期に繰越す損益金の合計額 
受益者の保有総口数 
ファンドの単位当たりの時価 

 

○損益の状況 
項 目 説 明 

(A) 配当等収益 
受取配当金 
受取利息 

(B) 有価証券売買損益 
売買益 
売買損 

(C) 信託報酬等 
(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 
(E) 前期繰越損益金 
(F) 追加信託差損益金 

（配当等相当額） 
（売買損益相当額） 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 
(H) 収益分配金 
 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 

追加信託差損益金 
（配当等相当額） 
（売買損益相当額） 
分配準備積立金 
繰越損益金 

ファンドが直接受け取った配当金や利息等の合計 
ファンドが直接受け取った株式等の配当金の合計 
ファンドが直接受け取ったコール・ローンや債券等の利息の合計 
有価証券売買時の損益と評価損益の合計 
各有価証券の売買益と期末評価益の合計 
各有価証券の売買損と期末評価損の合計 
信託報酬や保管費用等のファンドの経費 
当期における収支合計 
前期分の繰越損益金と分配準備積立金の合計から当期中の解約で発生する取り崩し分を控除した金額
受益者がファンドに新規に払込んだ金額とファンドの元本との差額（基準価額と単位当たり元本との差額）を調整した金額

（配当等に相当する額） 
（売買損益に相当する額） 
期中の収支の総合計額 
収益分配金の合計額 
翌期に繰り越す損益金の合計額（期中の収支の総合計額から収益分配金の金額を引いたもの）
翌期に繰り越す追加信託差損益金 

（配当等に相当する額） 
（売買損益に相当する額） 
分配金を支払うための準備積立金 
繰越損益の合計金額 

 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、次ペー

ジ以降にご報告申しあげます。 

ご参考 
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